
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ（Global Positioning System

／

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
携
帯
電

話
な
ど
電
波
を
発
す
る
端
末
と
通
信
用
の

人
工
衛
星
を
利
用
し
て
、
自
分
が
い
ま
地

球
上
の
ど
こ
に
い
る
の
か
を
と
ら
え
る
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
得
ら
れ
た
情

報
を
位
置
情
報
と
い
い
、
最
近
は
、
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
携
帯
電
話
へ
の

ク
ー
ポ
ン
配
付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
急
激

に
発
展
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に
は
日

本
独
自
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
「
み
ち
び
き
」
も

打
ち
上
げ
ら
れ
、
測
定
位
置
の
精
度
向
上

に
向
け
動
き
出
し
た
。
収
集
し
た
位
置
情

報
を
使
っ
た
調
査
や
、
ユ
ー
ザ
ー
が
今
い

る
場
所
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。

2　December  2011

日頃からお世話になっているクライアントの
みなさまにありがとう、読者のみなさまにあ
りがとう、そして私たちに知恵を提供してく
れるすべてのみなさまにありがとう、という
感謝の気持ちを込めて、この名前をつけま
した。ちなみに、じゃらん「jalan」もインドネ
シア語で、「道」「プロセス」の意味です。

「jalan  jalan」で、「散歩する」「ブラブラ出
かける」「旅行する」などの意味になります。

とーりまかし

インドネシア語で
「ありがとう」の意。日

本
独
自
の
衛
星
も
配
備

身
近
に
な
っ
た
「
位
置
情
報
」

30

32

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

2011年12月号

体験しながら、地域をつないで、
地場産業と組んで…
観光の付加価値をどうつくる？
地域に人を呼ぶ

「ご当地グルメ」を探る
産業遺構、廃線、
もてあまし気味の休耕地を、
観光資源として甦らせる
リサイクル観光のススメ

人を呼ぶ、
サービスの仕掛け人にインタビュー

「マエストロの肖像」
チームラボ株式会社 代表取締役社長
猪子寿之氏
さとみんがゆく！
今号のこだわり産品
五所川原市
赤〜いりんご
JRC
研究テーマの進捗報告
こちらＪＲＣ研究室

16

24

26

34
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とーりまかしプロジェクトレポート

熱海市／箱根・湯河原・熱海・あしがら観光圏共同研究
「位置情報を活用した次世代観光地分析」

GPS・ 
位置情報サービスを
観光に活かす

観光客の動きが分かる、
スマートフォンアプリで集客…

ICT※の発達により、過去には考えられなかったさまざまなことが可能になっている。
旅行者がどこから来てどこに行ったのかを調べる観光実態調査でも、
携帯電話のGPS機能を使って、大量のデータを自動的に収集・分析できる手法が登場。
今回は、このような調査手法で観光地の人の動きを分析した
「とーりまかしプロジェクト」の成果をご報告しつつ、
GPS・位置情報サービスが今後、どのように観光に活用できるのかを考える
※Information and Communication Technologyを略した言葉。「IT」とほぼ同じ意味で、情報通信技術全般を指す。
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旅
行
者
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、

ど
こ
に
、
ど
れ
く
ら
い
滞
在
し
て
い
る
か
、

ど
れ
く
ら
い
お
金
を
使
っ
て
い
る
の
か

…
…
。
観
光
地
の
課
題
を
解
決
し
、
集
客

ア
ッ
プ
に
向
け
た
施
策
を
打
つ
た
め
に
、

こ
の
種
の
観
光
実
態
調
査
は
欠
か
せ
な
い
。

　

現
状
で
は
こ
の
よ
う
な
調
査
を
、
調
査

員
に
よ
る
聞
き
取
り
で
行
っ
て
い
る
観
光

地
が
多
い
。
地
域
内
の
主
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
調
査
員
を
配
置
し
、
訪
れ
た
旅
行
者

に
声
を
か
け
、
直
接
質
問
し
て
答
え
て
も

ら
う
、
と
い
う
方
法
だ
。
し
か
し
こ
の
方

法
で
は
、
一
人
ひ
と
り
デ
ー
タ
を
集
め
る

た
め
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
の
に
は

ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、
記

録
さ
れ
る
内
容
が
調
査
員
の
記
憶
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
曖
昧
な
部
分
が
残
っ
た
り
、

調
査
員
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
に
バ
ラ
つ
き
が

出
や
す
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
最
近
、
全
く
新
し
い
調

査
方
法
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

携
帯
電
話
か
ら
発
信
さ
れ
る
位
置
情
報

を
使
っ
た
調
査
・
分
析
だ
。　

携
帯
電

話
に
は
、
そ
の
携
帯
電
話
が
今
ど
こ
に

あ
る
の
か
と
い
う
位
置
情
報
を
発
信
す

る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
社
で
は
、
09
年
秋
以
降
の
i
モ
ー
ド

対
応
機
種
に
、
自
動
的
に
位
置
情
報
を

発
信
す
る
「
オ
ー
ト
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
を
装
備

し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
が
こ
の
機
能
を
オ
ン

に
し
て
お
く
と
、
移
動
中
の
最
短
で
５

分
に
一
度
、
携
帯
電
話
か
ら
自
動
的
に

位
置
情
報
が
発
信
さ
れ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
側

に
は
「
も
う
す
ぐ
雨
が
降
る
」「
終
電
の
時

間
が
近
づ
い
て
い
る
」
な
ど
、
そ
の
場
所

な
ら
で
は
の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
約
80
万
台
の
携
帯
電
話
が
こ

の
機
能
を
利
用
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
発
信
さ
れ
た
位
置
情
報
を
分

析
す
る
と
、
そ
の
人
が
ど
こ
か
ら
来
て
ど

こ
へ
行
っ
た
か
と
い
う
行
動
に
関
す
る
情

報
が
分
か
る
。
ゼ
ン
リ
ン
デ
ー
タ
コ
ム
社

で
は
、「
オ
ー
ト
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
の
デ
ー
タ
を
、

個
人
を
特
定
せ
ず
に
統
計
解
析
す
る
分
析

シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実

際
に
移
動
中
の
人
が
残
し
た
生
の
デ
ー
タ

を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
観
光
地
分
析
に
利
用
し
た
場
合
、

実
際
に
観
光
地
を
訪
れ
た
人
に
つ
い
て
、

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
ど
こ

に
何
時
間
滞
在
し
た
の
か
、
エ
リ
ア
へ
の

到
着
地
点
や
出
発
地
点
は
ど
こ
か
等
の「
動

き
」
を
、
短
時
間
で
リ
ア
ル
に
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
国
勢
調
査
と
の
相
関
も

高
く
、
全
国
ど
こ
で
で
も
偏
り
な
く
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
特
徴
だ
（
図
１
）。

図1  位置情報と国勢調査データとの相関

※分析のもととなる位置情報を解析した結果
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1
実
際
に
観
光
地
に
来
た
人
が

ど
う
動
い
た
か
が
見
え
る

第 章

観
光
客
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

聞
き
取
り
調
査
で
は

分
か
ら
な
い
こ
と
が
G
P
S
で
分
か
る

はじめに

熱
海
市
／
箱
根
・
湯
河
原
・

熱
海
・
あ
し
が
ら
観
光
圏
共
同
研
究

位
置
情
報
を
活
用
し
た

次
世
代
観
光
地
分
析

携
帯
電
話
か
ら
連
続
し
て
発
信
さ
れ
る
位
置
情
報
は
、

人
の
実
際
の
行
動
を
記
録
し
た
貴
重
な
デ
ー
タ
。

こ
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
動
き
を
つ
か
み
、

打
つ
べ
き
手
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

とーりまかし
プロジェクトレポート
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位
置
情
報
を
使
っ
た
調
査
・
分
析
で
は
、

人
の
属
性
に
関
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
い

く
ら
消
費
し
た
か
」「
性
・
年
代
・
同
行
者
」

「
満
足
度
」
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
人
の
動
き
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
非
常
に
質
の
高
い
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
に
旅
行
し
た
本
人
の

デ
ー
タ
、
つ
ま
り
事
実
に
基
づ
い
て
分
析

す
る
こ
と
が
で
き
、
サ
ン
プ
ル
数
を
多
く

集
め
る
の
が
容
易
で
、
広
域
で
の
旅
行
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
主
な

メ
リ
ッ
ト
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
特
性
を
活
か
し
て
、
今
回
、

位
置
情
報
に
よ
る
観
光
分
析
を
行
っ
た
の

は
、
箱
根
・
湯
河
原
・
熱
海
・
あ
し
が
ら

観
光
圏
だ
。

　

観
光
圏
と
は
、「
自
然
、
歴
史
、
文
化

等
に
お
い
て
密
接
な
関
係
の
あ
る
観
光
地

を
一
体
と
し
た
区
域
で
あ
り
、
そ
の
観
光

地
同
士
が
連
携
し
て
２
泊
３
日
以
上
の
滞

在
型
観
光
に
対
応
出
来
る
よ
う
、
観
光
地

の
魅
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
区
域
」
と
定

義
さ
れ
て
い
る
（
観
光
庁
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

よ
り
）。「
観
光
地
同
士
が
連
携
し
て
」の「
滞

在
型
観
光
」
を
目
標
と
し
て
い
る
だ
け
に
、

気
に
な
る
の
は
、
地
域
内
で
の
周
遊
観
光

の
度
合
い
だ
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、

地
域
内
で
も
中
核
と
な
る
熱
海
と
箱
根
。

と
も
に
全
国
的
に
知
ら
れ
た
大
観
光
地
で

あ
り
、
箱
根
か
ら
熱
海
、
熱
海
か
ら
箱
根

と
い
う
行
き
来
の
有
無
が
、
観
光
圏
全
体

の
周
遊
・
滞
在
の
カ
ギ
を
握
る
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

ま
ず
ベ
ー
ス
と
し
て
熱
海
へ
の
旅
行
者
の

動
き
を
と
ら
え
た
う
え
で
、
同
観
光
圏
内

の
周
遊
観
光
が
ど
れ
だ
け
行
わ
れ
て
い
る

の
か
を
知
る
た
め
に
、
旅
行
者
の
熱
海
と

箱
根
の
行
き
来
の
実
態
や
、
観
光
圏
内
で

の
２
泊
３
日
以
上
の
旅
行
実
態
を
調
査
。

過
去
に
実
際
に
旅
行
を
実
施
し
た
人
の
１

ヵ
月
分
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

蓄
積
さ
れ
た
位
置
情
報
デ
ー
タ
の
中
か

ら
、「
熱
海
に
旅
行
し
た
人
」「
箱
根
に
旅

行
し
た
人
」
の
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
が
ど
ん
な
人
な
の
か

を
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
「
熱
海
に
旅
行
し
た
人
」
と
は
、

解
析
期
間
中
、
熱
海
市
内
に
３
時
間
以
上

滞
在
し
て
い
た
人
と
し
、
さ
ら
に
深
夜
に

一
定
時
間
以
上
滞
在
し
た
人
を
宿
泊
旅
行

者
と
し
た
。
た
だ
し
、
旅
行
者
だ
け
を
抽

出
す
る
た
め
、
観
光
県
内
に
自
宅
ま
た
は

勤
務
エ
リ
ア
の
あ
る
サ
ン
プ
ル
は
除
外
す

る
。
そ
の
際
、
自
宅
エ
リ
ア
と
は
、
解
析

期
間
中
、
夜
間
に
最
も
長
く
滞
在
し
た
エ

リ
ア
、
勤
務
エ
リ
ア
は
、
昼
間
に
最
も
長

く
滞
在
し
た
エ
リ
ア
と
定
義
。
今
回
の
分

析
対
象
と
な
る
熱
海
旅
行
者
は
１
９
４
７

人
と
な
っ
た
（
調
査
概
要
参
照
）。

　
一
方
、「
熱
海
旅
行
者
の
う
ち
箱
根
に
も

旅
行
を
し
た
人
」
に
つ
い
て
は
、
箱
根
地

域
内
の
メ
イ
ン
観
光
地
で
あ
る
４
ヵ
所
、

箱
根
湯
本
、
強
羅
・
宮
ノ
下
、
仙
石
原
、

芦
ノ
湖
の
い
ず
れ
か
に
45
分
以
上
滞
在
し

た
人
と
定
義
し
た
。
こ
れ
は
、
渋
滞
の
発

生
し
や
す
い
箱
根
に
お
い
て
、
移
動
中
に

渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
た
た
め
に
地
域
内
で

長
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
を
除
外
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
観
光
圏
内
の
旅
行
者
が

取
っ
た
実
際
の
行
動
を
把
握
し
、
目
に
見

え
る
形
で
と
ら
え
る
こ
と
は
、
事
実
に
基

づ
い
た
有
効
な
施
策
へ
の
第
一
歩
。
実
際

に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
の
か
、

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
具
体
的
な
分
析
結
果

を
ご
紹
介
し
て
い
こ
う
。

「
旅
行
者
」
の
条
件
を
設
定
し

必
要
な
デ
ー
タ
の
み
を
抽
出

5 December  2011　 　

観
光
圏
が
機
能
し
て
い
る
か
を

人
の
動
き
か
ら
分
析
す
る

調査概要

調査方法

対象期間

2010年11月1日～11月30日

熱
海
市
の
課
題
と
は
？

観
光
圏
は
本
当
に
機
能
し
て
い
る
の
か
？

旅
行
者
の
動
き
を
把
握
し
た
い

背景

旅行者の携帯電話から発信される位
置情報を分析。主にNTTドコモ社の
オートGPSにより測位されたデータを
使用。ゼンリンデータコム社開発に
よる、個人を特定せずに統計解析を
する分析システムを利用

※オートGPSとは　2009年秋以降のiモー
ド対応機種に装備された機能。移動中、
最短５分に１度、現在地情報を取得。「そ
の場所ならでは」の情報を、個人を特定せ
ずに 「位置情報と連動して」 提供する

旅行者数

1947人
同一人物の来訪はまとめて１カウント

日帰り旅行者／919人
全熱海旅行者から、宿泊旅行者を除く

宿泊旅行者数／1028人
全熱海旅行者のうち、深夜に一定時間以上
滞在した人を宿泊旅行者とみなす

※熱海に旅行した人とは　解析期間中、全
サンプルの中から、　熱海市内に「３時間
以上」滞在した事例を抽出。観光圏内に
自宅／勤務エリアのあるサンプルを除外

□自宅エリアの定義
　解析期間中、夜間に最も長く滞在したエ

リア

□勤務エリアの定義
　解析期間中、 昼間に最も長く滞在したエリ

ア



　

観
光
圏
内
で
の
人
の
動
き
を
見
る
前
に
、

ま
ず
は
「
熱
海
に
旅
行
し
た
人
」（
条
件
は

Ｐ
５
の
調
査
概
要
を
参
照
）
が
ど
ん
な
動

き
を
し
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

　

図
２
は
、
今
回
分
析
し
た
熱
海
へ
の
旅

行
者
、
１
９
４
７
人
分
の
動
線
を
地
図
上

に
表
現
し
た
も
の
だ
。
位
置
情
報
デ
ー
タ

を
使
っ
た
行
動
分
析
で
は
、
こ
の
よ
う
な

形
で
旅
行
者
の
動
き
を
目
で
見
て
と
ら
え

る
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
線
の
密
度

の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
利
用
率
が
高
い
こ
と

を
表
し
て
い
て
、
熱
海
へ
の
ル
ー
ト
と
し

て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
や
新
幹
線
、
東
名

高
速
道
路
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
見

て
取
れ
る
は
ず
だ
。

　

次
に
、
熱
海
へ
の
旅
行
者
が
ど
こ
か
ら

来
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
旅
行
者
の

居
住
県
は
、
そ
の
人
が
夜
間
に
最
も
長
く

滞
在
し
た
エ
リ
ア
か
ら
割
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
分
析
の
結
果
、
１
位
の
東
京
都
、

２
位
の
神
奈
川
県
で
全
体
の
約
半
数
を
占

め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
熱
海
へ
の
旅
行

者
は
主
に
首
都
圏
在
住
者

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

（
図
３
）。

　

さ
ら
に
も
う
少
し
細
か

く
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

の
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
人

が
多
い
の
か
、
発
地
に
つ

い
て
も
見
て
み
た
。
す
る

と
、
東
京
か
ら
の
旅
行
者

は
、
東
京
駅
、
新
橋
駅
、

品
川
駅
な
ど
を
利
用
し
や

す
い
エ
リ
ア
と
、
東
名
高

速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
付
近
に
集

中
。
神
奈
川
か
ら
の
旅
行
者
で
は
、

武
蔵
小
杉
駅
、
横
浜
駅
、
戸
塚
駅
、

藤
沢
駅
を
利
用
し
や
す
い
エ
リ
ア
と
、

長
津
田
、
厚
木
な
ど
東
名
高
速
道
路

の
Ｉ
Ｃ
付
近
の
エ
リ
ア
に
集
中
し
て

い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
や
は
り
東
京

都
、
神
奈
川
県
と
も
、
熱
海
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
便
利
な
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
や

新
幹
線
、
東
名
高
速
道
路
を
利
用
し
や
す

い
エ
リ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い
こ
と
が

確
認
で
き
た
と
い
え
る
。

　

ち
な
み
に
位
置
情
報
デ
ー
タ
を
使
っ
た

行
動
分
析
で
は
、
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
発

地
分
析
が
で
き
る
の
と
同
様
、
旅
行
者
が

普
段
よ
く
立
ち
寄
る
エ
リ
ア
や
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
ま
で
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
場
所
を
決
め
る
材

料
と
す
る
な
ど
、
よ
り
詳
細
で
具
体
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
活
用
で
き
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
位
置
情
報
を
使
っ
た
行
動

分
析
か
ら
得
ら
れ
る
重
要
な
情
報
が
、
訪

れ
る
人
が
ど
こ
か
ら
観
光
地
に
入
り
、
ど

こ
か
ら
出
て
い
く
か
と
い
う
「
関
所
」
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
だ
。
人
が
出
入

り
す
る
「
関
所
」
が
分
か
れ
ば
、
た
と
え

ば
観
光
情
報
の
発
信
拠
点
を
ど
こ
に
設
け

る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
上
で
も
ヒ

ン
ト
に
な
る
。

　

熱
海
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
こ
の
「
関
所
」

が
ど
こ
に
な
っ
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
の

が
図
４
だ
。
電
車
で
来
る
人
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
・
新
幹
線
の
熱
海
駅
が
最

大
の
関
所
で
、
一
部
は
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の

来
宮
駅
か
ら
も
出
入
り
し
て
い
る
。
自
動

※解析期間中、夜間に最も長く滞在したエリア

6　December  2011

東京都
神奈川県
静岡県
埼玉県
千葉県
愛知県
大阪府
茨城県
山梨県
長野県

図2  熱海旅行の行動動線

図3  宿泊者の居住県※

都道府県 宿泊者 日帰り者

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
や
東
名
道
で

首
都
圏
か
ら
来
る
人
が
多
い

熱
海
へ
の
出
入
り
口
＝
関
所
は

熱
海
駅
と
ビ
ー
チ
ラ
イ
ン
に
集
中

熱
海
市
に
来
る
人
の
傾
向

出
入
り
口
は
熱
海
駅
or
ビ
ー
チ
ラ
イ
ン

直
接
来
て
、直
接
帰
る
＝
周
遊
し
て
い
な
か
っ
た
？

分析結果

292
257
57
97
76
31
21
16
15
18

215
215
221
64
46
20
13
15
9
5
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車
で
来
る
人
に
つ
い
て
は
、
ビ
ー
チ
ラ
イ

ン
が
最
大
の
関
所
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
は

東
名
高
速
道
路
↓
国
道
１
３
５
号
線
を
利

用
し
て
訪
れ
る
首
都
圏
方
面
の
旅
行
者
に

よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
伊
豆

方
面
か
ら
来
る
人
に
つ
い
て
は
赤
根
ト
ン

ネ
ル
が
、
箱
根
な
ど
内
陸
方
面
か
ら
来
る

人
に
つ
い
て
は
、
笹
尻
交
差
点
や
熱
海
峠

も
そ
の
方
面
と
の
間
の
関
所
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
を
地
図
上
に
図
示
し
て
み

た
の
が
図
５
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、熱
海
を
中
心
と
し
た
箱
根
・

湯
河
原
・
熱
海
・
あ
し
が
ら
観
光
圏
の
課

題
は
、「
現
在
来
て
い
る
旅
行
者
は
、
観

光
圏
内
を
周
遊
観
光
し
て
い
る
の
か
？
」

と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
現

状
を
把
握
す
る
た
め
に
、
観
光
圏
内
の
周

遊
・
滞
在
の
カ
ギ
を
握
る
と
み
ら
れ
る
中

核
地
域
、
熱
海
と
箱
根
に
注
目
。
こ
の
２

地
域
間
の
行
き
来
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

て
み
た
。
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
、
図
６
、

図
７
で
あ
る
。

　

図
６
は
、
熱
海
に
滞
在
し
た
人
（
宿
泊

は
し
て
い
な
い
）
の
う
ち
、
箱
根
に
も
行

っ
た
人
の
数
。
宿
泊
な
し
で
（
日
帰
り
で
）

熱
海
と
箱
根
の
両
方
を
訪
ね
た
人
は
56
人

（
熱
海
滞
在
者
中
6.1
％
）、
熱
海
に
は
泊
ま

ら
ず
、
箱
根
で
だ
け
宿
泊
し
た
人
は
16
人

（
同
1.7
％
）
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
一

方
図
７
は
、
熱
海
に
宿
泊
し
た
人
の
う
ち
、

箱
根
に
も
行
っ
た
人
の
数
。
熱
海
で
は
宿

泊
し
た
が
箱
根
で
は
滞
在
の
み
（
宿
泊
は

し
て
い
な
い
）と
い
う
人
は
１
０
２
人（
熱

海
宿
泊
者
中
9.9
％
）、
熱
海
で
も
箱
根
で

も
宿
泊
し
た
と
い
う
人
は
14
人（
同
1.4
％
）

だ
っ
た
。
熱
海
に
宿
泊
し
た
人
の
ほ
う
が

や
や
箱
根
と
の
周
遊
率
が
高
い
も
の
の
、

そ
れ
で
も
１
割
強
。
全
体
的
に
、
両
エ
リ

ア
の
周
遊
率
は
か
な
り
低
い
と
い
う
現
実

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
改
め
て
図
２
の
行
動
動
線
を
見

て
み
る
と
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
や
東
名
高
速

道
路
付
近
で
動
線
の
密
度
が
非
常
に
高
い

の
に
対
し
、
熱
海
エ
リ
ア
と
箱
根
エ
リ
ア

を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
動
線
は
あ
ま
り
密
で
は

な
い
こ
と
が
目
で
見
て
確
認
で
き
る
。
図

４
、
図
５
の
「
関
所
」
に
つ
い
て
も
、
箱

根
方
面
と
熱
海
を
結
ぶ
出
入
り
口
に
な
っ

て
い
る
熱
海
峠
の
通
行
率
は
Ｉ
Ｎ
、
Ｏ
Ｕ

Ｔ
と
も
３
％
。
熱
海
へ
の
旅
行
者
は
、
大

半
が
自
宅
か
ら
直
接
熱
海
を
訪
れ
、
そ
の

ま
ま
別
の
地
域
に
は
立
ち
寄
ら
ず
に
帰
っ

て
い
る
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た

わ
け
だ
。

　

周
遊
・
滞
在
と
い
う
観
光
圏
と
し
て
の

機
能
は
ま
だ
十
分
に
働
い
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
今
回
の
調
査
。
で
は
、
こ
の

よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
観
光

圏
内
の
周
遊
を
促
進
し
て
い
く
に
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
位
置
情
報
デ
ー
タ
を
使

っ
た
行
動
分
析
を
さ
ら
に
活
用
し
な
が
ら
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
具
体
的
な
方
法
を

考
え
て
み
る
。

※数値は四捨五入しているので合計は
　100になっていない

7 December  2011　 　

宿泊
16人

（1.7％）

135

来宮駅
熱海駅

赤根トンネル

20

笹尻
交差点

ビーチ
ライン熱海峠

泉・
伊豆山

南熱海

熱海

103

135

135

20
11

11

11

図5  熱海エリアの入り口／出口❷

図6  熱海滞在者の箱根への滞在・宿泊

熱海 箱根
滞在

（宿泊なし）
56人

（6.1％）

熱
海
―
箱
根
間
の
動
線
か
ら

見
え
て
き
た
周
遊
の
少
な
い
現
状

図4  熱海エリアの
　　 入り口／出口❶
エリア OUTIN
熱海駅
ビーチライン
笹尻交差点
来宮駅
熱海峠
赤根トンネル
合計

53%
26%
9%
8%
3%
2%

100%

55%
22%
10%
8%
3%
2%

100%

滞在
（宿泊なし）

919人

宿泊
1028人

図7  熱海宿泊者の箱根への滞在・宿泊

熱海 箱根
滞在

（宿泊なし）
102人
（9.9％）

宿泊
14人

（1.4％）

滞在
（宿泊なし）

919人

宿泊
1028人
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8　December  2011

新宿（自宅）

箱根湯本

芦ノ湖・箱根湯本観光

熱海観光

熱海駅

小田原駅

新宿

　

熱
海
箱
根
峠
線
は
、
箱
根
火
山
の
外

輪
山
か
ら
熱
海
方
面
に
向
か
う
山
の
稜

線
に
沿
っ
た
道
。
沿
線
に
は
樹
木
が
少
な

く
笹
が
多
い
た
め
展
望
の
よ
い
場
所
も
あ

り
、
途
中
の
十
国
峠
（
日
金
山
）
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
山
頂
に
登
っ
て
３
６
０

度
の
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
観
光
向
き
の
路
線
を
、
環
境

に
や
さ
し
く
騒
音
の
少
な
い
電
気
自
動

車
で
、「
風
の
音
」
ま
で
含
め
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
提
案
、
流
量
ア
ッ
プ
を

狙
っ
た
の
が
こ
の
プ
ラ
ン
だ
。

「電気自動車（ＥＶ）」をレンタカーとして提供
眺望の美しい熱海箱根峠線を快適にドライブできるよう、箱根側、
熱海側のいずれでも「電気自動車（ＥＶ）」をレンタルできるようにする

レンタカーは乗り捨てＯＫとする
レンタカーは、箱根側、熱海側のどちらでも「借りる」ことができ、
どちらでも「返す」ことができる（乗り捨てＯＫ）ようにする

この計画により
作り出したい

箱根➡熱海周遊の
旅行者の動き

熱海箱根峠線を

小田急線

箱根登山鉄道

ＥＶでのドライブ

JR東海道線

小田急線

旅行者の動きが
どう変わったかを

位置情報を活用して
再測定

　

位
置
情
報
デ
ー
タ
を
使
っ
た
行
動
分
析

に
よ
り
、
箱
根
・
熱
海
観
光
圏
内
で
は
現

在
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
周
遊
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
周
遊
を
促
進
で

き
る
の
か
。
そ
の
た
め
の
打
ち
手
を
考
え

て
み
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
単
に
「
観
光
圏
内

の
周
遊
観
光
を
推
進
す
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
も
、
目
標
自
体
が
抽
象
的
な
た

め
、
達
成
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
が
分
か
り

に
く
い
。
実
際
に
打
ち
手
を
講
じ
て
、
達

成
度
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し

具
体
的
な
目
標
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
エ
リ
ア
の
核
と
な
る

箱
根
と
熱
海
の
２
地
域
で
、
相
互
に
行
き

来
す
る
際
の
流
入
・
流
出
の
起
点
を
決
め
、

「
観
光
客
が
実
際
に
こ
こ
を
経
由
す
る
率
を

上
げ
る
」
と
い
う
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
数
値
で
あ
れ
ば
、

位
置
情
報
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
施
策
の
実

観
光
圏
化
を
目
指
す
た
め
に

核
と
な
る「
箱
根
」「
熱
海
」に
注
目
。

両
者
を
結
ぶ
路
線
の
流
量
を
増
や
す
！

今後の
打ち手

立
案
＝
熱
海
市
観
光
経
済
部
観
光
課
観
光
企
画
室　

立
見
修
司
氏

箱
根
―
熱
海
間
の
移
動
を

促
進
す
る
た
め
の
具
体
案

「
熱
海
箱
根
峠
線  

流
量
Ｕ
Ｐ
計
画
」 

目
標
達
成
度
の
測
定
→
改
善
に

位
置
情
報
分
析
を
活
用
す
る

図8  箱根峠～熱海峠を結ぶ県道20号線

熱
海

箱
根

峠
線

芦ノ湖

箱根新道

東海道本線
伊
豆
ス
カ
イ

ラ
イ
ン

東
海

道
新

幹
線

TOYO TIRES

ターンパイク

熱海

337

135

732

1

75

142

20

箱根峠

11

「観光圏内の周遊率を上げる」→「熱海−箱根間の行き来を増やす」→「特定の
路線の流量を上げる」、というように抽象的な目標を具体的な目標に落とし込んでい
く。熱海箱根峠線は、両地域を結ぶ観光路線として最も重要な路線であり、目標
設定としてもふさわしいといえる

熱海箱根峠線とは？
陸上距離：18.0km
起点：熱海市中央町（中央町交差点＝国道135号交点）
終点：田方郡函南町桑原（箱根峠交差点＝国道1号交点）

idea
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※数値は四捨五入しているので合計は100になっていない

※数値は四捨五入しているので合計は100になっていない
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施
前
と
実
施
後
の
違
い
を
容
易
に
測
定
で

き
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

流
入
・
流
出
の
起
点
と
し
て
設
定
し
た

の
は
、「
熱
海
箱
根
峠
線
」
と
呼
ば
れ
る
県

道
20
号
線
（
図
８
）。
熱
海
と
箱
根
を
結
ぶ

こ
の
路
線
は
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
立
ち
寄

り
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
観
光
目
的

で
の
通
行
も
多
い
。
こ
の
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
人
は
、
両
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
わ
け
だ
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
現

状
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
（
図
９
）
熱
海
箱

根
峠
線
を
Ｉ
Ｎ
地
点
（
熱
海
を
訪
れ
る
際

の
入
り
口
）
と
し
て
使
っ
た
人
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ

地
点
（
熱
海
を
出
る
際
の
出
口
）
と
し
て

使
っ
た
人
は
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
３
％
。

こ
の
利
用
率
を
上
げ
る
た
め
の
打
ち
手
と

し
て
上
が
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
「
熱
海
箱
根

峠
線　

流
量
Ｕ
Ｐ
計
画
」（
詳
細
は
８
ペ
ー

ジ
下
段
の
囲
み
参
照
）
で
あ
る
。

　

計
画
自
体
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い

が
、
仮
に
目
標
を
熱
海
箱
根
峠
線
利
用
率

15
％
に
設
定
し
、
計
画
実
施
後
の
デ
ー
タ

収
集
で
図
10
の
よ
う
な
数
値
が
得
ら
れ
た

と
し
よ
う
。
こ
う
な
っ
た
場
合
計
画
に
は

効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
目
標
に
は

届
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
改

善
点
と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

な
ど
「
峠
線
ド
ラ
イ
ブ
の
楽
し
み
方
」
の

認
知
度
ア
ッ
プ
を
目
指
す
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
実
施
さ
れ
れ

ば
再
び
効
果
を
数
値
で
測
定
し
て
、
さ
ら

な
る
改
善
点
を
探
し
出
す
…
…
観
光
施
策

の
推
進
に
は
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
の

繰
り
返
し
が
有
効
だ
。

　

そ
の
際
必
要
な
の
は
同
じ
よ
う
な
デ
ー

タ
を
何
回
も
収
集
、
分
析
す
る
こ
と
。
位

置
情
報
を
使
っ
た
行
動
分
析
は
、
簡
単
に

デ
ー
タ
収
集
で
き
、
比
較
し
や
す
い
と
い

う
点
で
、
大
い
に
役
に
立
つ
は
ず
だ
。

図10  熱海エリアへの
 流入経路
　　   （仮想データ）

エリア OUT地点IN地点
熱海駅
ビーチライン
笹尻交差点
来宮駅
熱海峠
赤根トンネル
合計

53%
21%
7%
8%
10%
2%

100%

55%
15%
10%
8%
10%
2%

100%

図9  熱海エリアへの流入
　　 経路 （現在のデータ）
エリア OUT地点IN地点
熱海駅
ビーチライン
笹尻交差点
来宮駅
熱海峠
赤根トンネル
合計

53%
26%
9%
8%
3%
2%

100%

55%
22%
10%
8%
3%
2%

100%

 

「
観
光
客
が
、
ど
の
地
域
か
ら
来
て
、

ど
の
場
所
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
、
滞

在
し
て
い
る
の
か
」
こ
の
よ
う
な
観
光

客
の
リ
ア
ル
な
動
き
は
、
感
覚
で
想
定

は
し
て
い
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う

な
の
か
、
実
態
把
握
が
で
き
て
い
る
地

域
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

　

位
置
情
報
分
析
に
よ
り
、
観
光
客
の

動
き
が
具
体
的
数
値
で
現
状
把
握
が
で

き
る
と
、
地
域
が
目
標
と
す
る
姿
に
近

づ
く
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
計
画

（plan

）、実
行（do

）、評
価（check

）、

改
善（act

）の
プ
ロ
セ
ス
を
順
に
実
施

し
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
。
こ
の
ら
せ

ん
状
の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
継
続
的
な
業
務
改
善
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

今
回
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
熱
海
箱

根
の
周
遊
に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
の

熱
海
を
訪
れ
る
観
光
客
の
動
き
、
箱
根

と
の
周
遊
実
態
を
リ
ア
ル
に
把
握
す
る

こ
と
が
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。
実
態

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
周
遊
観

光
を
今
後
、
増
や
し
て
い
く
た
め
に
有

効
な
打
ち
手
を
計
画
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
計
画
し
た
も
の
を
実
行
し
っ

ぱ
な
し
で
は
、
は
た
し
て
そ
れ
が
本
当

に
効
果
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
わ
か

ら
ず
、
次
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
と
っ
て
実
行
後

の
評
価（check

）は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ

だ
が
、
位
置
情
報
分
析
は
、
評
価

（check

）
を
、
同
じ
分
析
手
法
で
確

実
に
行
え
る
と
こ
ろ
に
価
値
が
あ
る
。

「
広
告
宣
伝
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

前
と
実
施
後
」「
目
玉
と
な
る
観
光
施

策
の
投
入
前
と
投
入
後
」「
高
速
道
路

の
開
通
な
ど
交
通
動
線
の
変
化
の
前
と

後
」
…
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
位

置
情
報
分
析
を
行
い
、
観
光
客
の
動
き

の
変
化
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
改
善（act

）
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
早
く
こ

ま
め
に
回
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
が

目
指
す
理
想
の
姿
へ
確
実
に
近
づ
く
道

と
な
る
。
位
置
情
報
に
よ
る
分
析
手
法

は
、
こ
の
よ
う
な
観
光
地
の
進
化
を
手

助
け
す
る
有
用
な
ツ
ー
ル
の
１
つ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

「じゃらんnet」「ホットペッ
パー.jp」などネットサービス
立ち上げ、企画開発を経て、
JRCにて観光地域振興に
おけるICT活用をテーマの１
つとして研究・実証事業な
どに従事

じゃらんリサーチセンター
研究員

加藤史子

位
置
情
報
分
析
で
観
光
地
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す

担当
研究員より

sample
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岩
手
県
内
陸
部
の
8
市
町
村
で
構
成
す

る
「
I
C
T
ふ
る
さ
と
復
興
支
援
協
議
会

（
事
務
局
：
滝
沢
村
）」
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
の
中
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

世
話
を
す
る
こ
と
で
ゲ
ー
ム
が
進
行
す
る
、

育
成
ゲ
ー
ム
（
仮
想
の
世
界
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
育
て
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
）「
ぽ
ね
こ
」
を
地
域
独
自
に
開
発

中
だ
。

　

郷
土
の
妖
怪
「
猫
又
」
が
「
ぽ
ね
こ
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
。
ユ

ー
ザ
ー
が
移
動
し
た
り
、「
ぽ
ね
こ
」
の
世

話
を
す
る
と
経
験
値
が
も
ら
え
る
ほ
か
、

ゲ
ー
ム
が
進
む
と
「
ぽ
ね
こ
」
が
地
域
情

報
を
話
す
形
で
情
報
発
信
。
さ
ら
に
ユ
ー

ザ
ー
が
現
地
を
訪
れ
る
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の

端
末
が
発
す
る
位
置
情
報
か
ら
周
辺
情
報

を
表
示
、
近
隣
の
飲
食
店
な
ど
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
（
自
分
が
い
る
場
所
と
し
て
公
表
）

す
る
と
ゲ
ー
ム
が
有
利
に
進
む
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
な
ど
、
実
際
の
誘
客
に
結
び

つ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

12
年
２
月
に
は
、「
い
わ
て
雪
ま
つ
り
」

の
会
場
で
あ
る
小
岩
井
農
場
ま
き
ば
園
を

中
心
に
、
８
市
町
村
で
「
お
宝
」
を
探
す

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。
こ
こ
で
い
う
「
お

宝
」
は
「
ぽ
ね
こ
」
内
で
付
与
さ
れ
る
が

現
地
で
な
い
と
入
手
で
き
な
い
も
の
で
、

ユ
ー
ザ
ー
は
「
ぽ
ね
こ
」
内
の
ヒ
ン
ト
を

も
と
に
、
現
地
の
ど
こ
か
に
隠
さ
れ
た
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
探
す
。
こ
れ
を
読
み
取
る
と

「
ぽ
ね
こ
」
内
で
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
が
も
ら

え
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　

ユ
ー
ザ
ー
が
ゲ
ー
ム
に
ハ
マ
っ
て
く
れ

れ
ば
、
現
地
を
訪
れ
る
大
き
な
動
機
に
な

る
と
期
待
さ
れ
る
一
方
、
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
場
合
も
、
現
地
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
設
置
と
ゲ
ー
ム
内
で
の
告
知
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
用
意
な
ど
、
小
さ
な
負
担
で
済
む

の
が
特
徴
。「
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
『
ぽ
ね

こ
』
と
仲
良
く
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
」

と
の
考
え
で
、
ユ
ー
ザ
ー
増
を
目
指
し
て

い
る
。

誘客・情報発信
位置情報利用で

応用例

2
県
内
来
訪
で
特
典
が
受
け
ら
れ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
開
発 誘

客
・
情
報
発
信
に
、
観
光
地
調
査
に

位
置
情
報
は
こ
ん
な
に

使
え
る
！

第
１
章
で
は
、
位
置
情
報
を
利
用
し
て
、

観
光
圏
内
の
周
遊
状
況
を
把
握
し
た
事
例
を
ご
紹
介
し
た
。

観
光
地
が
位
置
情
報
を
活
用
す
る
な
ら
、

他
に
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
？

第
２
章
で
は
、
実
際
に
動
き
始
め
て
い
る
事
業
を
も
と
に
、

位
置
情
報
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
を
ご
紹
介
す
る
。

第 章

位置情報
利用の今後

県
内
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
た
人
に

情
報
提
供
＆
限
定
ア
イ
テ
ム
プ
レ
ゼ
ン
ト

「ぽねこ」画面。「財団法人地域総合整備財団」の助成事
業を活用し、誘客、東日本大震災の義援金拠出を目的に
企画された。http://poneko.com

位置情報はユーザーが実際に現地を訪れた際に活用。宝
探しイベントでは遠方からの参加者のためのバスツアーも
実施予定だ

できること

□ゲームユーザーを現地に誘客
ユーザーの移動を位置情報で把握。移動
することでもゲームが進行するため、ユーザ
ーの移動を促すことができる。「現地に行け
ば他では手に入らないレアアイテムが手に
入る」などの仕掛けを設けることで、レアア
イテムを手に入れたいユーザーが観光地を
訪れるモチベーションとなる。本誌09年12
月号でご紹介した「コロプラ」も位置情報
を利用した人気のゲームである
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観光地分析
位置情報利用で

できること

できること

集
客
力
の
あ
る
施
設
以
外
に
も

人
が
集
ま
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
作
る

新
し
い
鉄
道
路
線
が
開
通
！

人
の
流
れ
の
変
化
に
対
応
し
た
い

新
し
く
で
き
た
ス
ポ
ッ
ト
を
起
点
に

集
客
を
定
着
さ
せ
、
フ
ァ
ン
を
作
り
た
い

□過去のデータも分析
　現在と比較できる
蓄積された位置データ
を使うので、路線開通
前の状態についても把
握できるのが特徴。現
在の人の動きと比較し
て、変化に応じた打ち
手を考えるヒントとする
ことができる

□メインスポットからの
　商圏範囲を把握できる
新しく観光スポットがで
きると人の流れが変わ
り、今までとは違う商
圏が生まれる。位置情
報で地域内の人の動き
を把握することで、新
たな商圏を把握、観光
資源づくりに活かせる

活用例
1

活用例
2

活用例
4

活用例
3

　

地
域
内
に
、
近
隣
の
人
な
ら
誰
も
が
訪

れ
る
有
力
観
光
施
設
が
１
つ
あ
り
、
現
状

で
は
そ
こ
に
旅
行
者
が
集
中
し
て
い
る
ケ

ー
ス
。
旅
行
者
が
ど
の
よ
う
な
旅
程
や
経

路
で
そ
の
観
光
施
設
に
来
場
し
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
来
場
前
後
に
地
域
内
の
ど
こ
か

に
立
ち
寄
っ
て
い
る
か
を
分
析
し
、
観
光
施

設
を
訪
れ
る
人
の
「
立
ち
寄
り
」
ニ
ー
ズ

の
掘
り
起
し
を
狙
う
こ
と
も
可
能
。
同
時

に
、
そ
の
観
光
施
設
以
外
に
旅
行
者
が
多

く
存
在
す
る
エ
リ
ア
も
洗
い
出
し
、
建
設

予
定
の
新
施
設
の
候
補
地
選
び
の
材
料
に
。

　

鉄
道
路
線
の
開
通
前
後
の
デ
ー
タ
を
使

っ
て
、
路
線
の
起
点
エ
リ
ア
か
ら
県
内
へ

の
人
の
動
き
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
た
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
。
路
線
開
通

前
と
開
通
後
で
、
旅
行
者
の
旅
程
や
ル
ー

ト
、
立
ち
寄
り
エ
リ
ア
は
変
わ
っ
た
の
か
、

県
内
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
居
住
地
構
成
に

変
化
は
あ
っ
た
の
か
等
を
解
析
。
合
わ
せ

て
、
ラ
イ
バ
ル
県
へ
の
人
の
動
き
に
つ
い

て
も
同
様
に
解
析
し
、
比
較
し
な
が
ら
、

ツ
ア
ー
造
成
や
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
を
行
う

際
の
参
考
デ
ー
タ
と
す
る
。

　

地
域
に
新
し
い
目
玉
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

誕
生
し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
地
域
が
、

こ
れ
を
機
会
に
観
光
客
を
定
着
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
観
光
客
が
１

日
の
う
ち
い
つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
い
る
の

か
、
周
辺
の
ど
の
地
域
を
経
由
し
て
訪
れ

て
い
る
か
、
地
域
内
の
他
の
ど
の
ス
ポ
ッ

ト
を
回
っ
て
い
る
の
か
等
を
、
新
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
完
成
前
後
で
解
析
。
訪
れ
た
人

を
地
域
の
新
た
な
フ
ァ
ン
と
す
る
た
め
の

周
辺
自
治
体
と
の
連
携
や
、
商
圏
内
で
の

新
た
な
観
光
資
源
の
創
出
に
役
立
て
る
。

できること

□有力施設に来場する
　道中の観光を活性化
人が集まるスポットや、
多くの人が通るルート
が分かるので、目的地
への道中で立ち寄り観
光を増やす施策をどこ
で行うべきかが分かる。
新施設の建設場所を
決めるのにも役立つ

県
内
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
同
士
、

観
光
圏
を
形
成
し
た
い
！

　

県
内
の
観
光
の
６
割
を
占
め
る
2
つ
の

観
光
地
の
流
動
を
調
べ
る
。
過
去
の
調
査

で
A
観
光
地
を
訪
れ
た
人
の
3
割
が
B
観

光
地
に
も
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
、
位
置
情
報
を
使
っ
て
よ
り

正
確
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
で
、
旅
行

者
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
相
互
に

流
入
し
て
い
る
の
か
、
ど
ち
ら
に
も
滞
在

し
て
い
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
等

が
分
析
で
き
る
。
現
状
、
施
策
の
レ
ベ
ル

で
あ
ま
り
連
携
で
き
て
い
な
い
両
地
域
が

共
同
で
施
策
を
打
つ
礎
に
な
る
。

できること

□アンケート調査を補完
　他市連携のヒントに
アンケート調査との違
いは、正確な数値が把
握でき、相互流入の有
無等が調べられること。
実態に即した施策を実
行したあとは、周遊状
況がどう変わったかも
すぐ分析できる
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ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
当
初
Ｐ
Ｃ
を

ベ
ー
ス
に
拡
大
し
ま
し
た
。
と
く
に
ア
メ

リ
カ
で
は
、
日
本
の
ガ
ラ
ケ
ー
と
違
っ
て
、

携
帯
電
話
が
Ｗ
ｅ
ｂ
に
対
応
し
て
お
ら
ず
、

モ
バ
イ
ル
と
Ｗ
ｅ
ｂ
が
結
び
つ
い
た
の
は

09
年
に
ｉ
Ｐ
ｈｏ
ｎ
ｅ
３
Ｇ
が
登
場
し
て

か
ら
。
同
時
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
も
内
蔵
さ
れ
、

技
術
的
な
条
件
が
整
っ
て
、
初
め
て
位
置

情
報
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

位
置
情
報
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
今
、「
ロ
ー
カ
ル
」な
、
い
わ
ば
「
自

分
が
今
い
る
場
所
」に
紐
づ
い
た
サ
ー
ビ

ス
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
理
由
は
実
利

が
大
き
い
か
ら
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

は
バ
ー
チ
ャ
ル
で
あ
り
、
モ
ノ
を
買
っ
た

り
食
べ
た
り
と
い
う
リ
ア
ル
な
行
為
に
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ー
カ
ル
と
結
び

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
な
消
費
行

動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

自
分
の
居
場
所
を
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
問
題
。
実
際
、

初
期
の
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
分
の

い
る
場
所
が
勝
手
に
友
人
に
通
知
さ
れ
る

な
ど
、
監
視
社
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

反
発
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
こ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
、
少
し
広
い
「
ゾ
ー
ン
」

で
居
場
所
を
と
ら
え
た
り
、「
フ
ォ
ー
ス

ク
エ
ア
」の
「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」の
よ
う

に
知
ら
せ
た
い
と
き
に
だ
け
居
場
所
を
明

示
し
た
り
、
友
人
同
士
が
近
く
に
い
る
と

き
に
だ
け
通
知
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

解
決
手
段
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ

も
そ
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
は
近
代
以

降
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
案
外
ゆ

る
い
も
の
。
居
場
所
を
明
示
し
た
ほ
う
が

利
便
性
が
高
い
と
わ
か
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー
は

そ
ち
ら
を
選
び
ま
す
し
、
こ
の
２
年
ほ
ど

で
ユ
ー
ザ
ー
も
慣
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

昔
は
情
報
と
い
え
ば
雑
誌
や
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
マ
ス
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
し
た

が
、
今
は
も
っ
と
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
情
報

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
90
年
代
半
ば
頃

ま
で
は
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
「
有
名
な
」ス
ポ
ッ
ト
に
行
く
こ
と
が

素
敵
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
文
化

ささき・としなお●1961年兵庫県生まれ。早稲田大政経学部政治学科中退後、
毎日新聞社に入社。社会部で警視庁捜査一課、遊軍などを担当し、殺人や
誘拐、海外テロ、オウム真理教事件などの取材に当たる。月刊アスキー編集
部デスクを経て退職し、フリーに。主にIT分野を取材している。『キュレーショ
ンの時代』（ちくま新書刊）ほか著書多数

3

位
置
情
報
を
活
用
し
た

新
し
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
と
は

「
ロ
ー
カ
ル
」×「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」

 

が

多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
鍵
と
な
る

位
置
情
報
を
観
光
に
活
用
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
考
え
て
き
た
が
、

根
本
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
「
考
え
方
」
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
現
在
と
、
そ
の
可
能
性
を

気
鋭
の
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
聞
い
て
み
た
。

第 章

ITジャーナリスト

佐々木俊尚氏
にきく

位
置
情
報
に
基
づ
い
た

「
ロ
ー
カ
ル
」
が
実
利
を
生
む



13 December  2011　 　

の
成
熟
に
よ
っ
て
人
は
よ
り
実
利
的
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
は

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
実
利
的
な
情
報
を
提

供
す
る
も
の
で
、
そ
の
利
便
性
が
受
け
入

れ
ら
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

位
置
情
報
を
も
と
に
観
光
情
報
を
提
供

し
て
い
る
例
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
現

状
で
は
単
な
る
「
観
光
案
内
」の
域
を
出

て
い
な
い
の
で
は
。
た
と
え
ば
奈
良
の
駅

で
、
旅
行
者
が
「
東
大
寺
に
は
大
仏
が
あ

り
ま
す
」と
い
う
マ
ス
な
情
報
を
求
め
て

い
る
か
ど
う
か(

笑)

。
む
し
ろ
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
り
地
元

の
お
い
し
い
お
店
で
あ
っ
た
り
、
他
で
は

得
ら
れ
ず
、
旅
行
者
が
一
生
懸
命
検
索
し

て
探
し
て
い
る
よ
う
な
情
報
を
こ
そ
提
供

す
る
べ
き
で
す
。
た
だ
そ
れ
す
ら
も
観
光

協
会
が
言
っ
た
の
で
は
マ
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ラ
イ
ズ
が
必
要
。

同
じ
情
報
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
同
士
で

情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て

あ
げ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
感
覚
的
に
は
Ｂ

ｔ
ｏ
Ｃ
で
は
な
く
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
ｔ
ｏ
Ｃ
。

提
供
し
た
情
報
を
ユ
ー
ザ
ー
同
士
で
共
有

し
て
も
ら
う
「
広
場
」を
作
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
フ
ォ
ー
ス
ク
エ
ア
が
よ
く
で
き
て

い
る
の
は
そ
の
部
分
。「
ゾ
ー
ン
」に
入

っ
た
瞬
間
、
そ
こ
を
訪
れ
た
人
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
う
ま

く
情
報
提
供
し
あ
え
る
仕
組
み
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
位
置
情
報
サ
ー

ビ
ス
を
独
自
に
作
る
と
し
て
も
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
グ
ラ
フ
ま
で
は
自
前
で
作
れ
な
い
の

で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
フ
レ
ン
ド
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
な
ど
を
う
ま
く

活
用
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

私
自
身
、
先
日
イ
タ
リ
ア
に
旅
行
し
た

際
に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
地
図
も
用
意
せ

ず
、
ｉ
Ｐ
ｈｏ
ｎ
ｅ
と
ｉ
Ｐａ
ｄ
で
ク
チ

コ
ミ
サ
イ
ト
、「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」だ
け
を
見
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
旅
を
す
る
に
し
て
も
、
情
報
を

使
い
こ
な
せ
る
人
か
ど
う
か
で
差
が
出
る

時
代
。
そ
し
て
、
高
齢
者
層
を
除
け
ば
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
層
ほ
ど
消
費
意

欲
も
高
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
テ

レ
ビ
の
よ
う
に
一
気
に
数
百
万
人
を
動
か

す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ

そ
こ
の
よ
う
な
層
と
少
数
対
少
数
の
強
い

関
係
を
作
る
の
に
向
い
て
い
る
の
で
す
。

とーりまかし的

考察

　位置情報を観光事業に活用していく
ためには、精密な位置情報を取得し分
析するためのインフラと、多くの消費者
が位置情報を利用することが必要だが、
様 な々技術の進歩や、GPS機能付き
携帯電話・スマートフォンの普及・利用
の活性化により、その環境が整いつつ
ある。これに伴い、携帯端末を使って

「今いる場所の周辺の飲食店情報」「今
いる場所の最寄駅の終電情報」など、
ごく狭い範囲での情報を提供するサー
ビスも登場した。こうして一般生活者に
とっての利用価値が上がったことで、位
置情報サービス利用者は増え、自らの
位置情報を提供する人も増加。膨大な
量の情報が蓄積されているのが現在の
姿である。観光事業者にとっての位置
情報の利用価値は、まずはこの蓄積さ
れたデータから人の動きを把握できるこ
と。「人を動かす」ことを根幹とする観
光業にとって、人が動いた結果を記録
した実際のデータを利用できることは、
観光地の現状やユーザーを知るための、
革新的な手段といってよい。
　また、最後の佐々木氏の話にあるよ
うに、今まで話題にはなりながら、どう
ビジネスに結びつけるのか誰もが試行
錯誤していたソーシャルメディアも、位
置情報によってリアルな消費に結びつ
けられる可能性が出てきた。「ローカル
×ソーシャル」は今後の観光活性にお
いて１つのキーワードになりそうだ。

位置情報を観光活性の
革新的ツールとして活用を

旅
行
者
同
士
に
情
報
を

共
有
さ
せ
る
場
を
作
れ

「ガラパゴスケータイ」の略。日本独自の機能を高度に
進化させた従来型の携帯電話のこと。スマートフォンで
はない日本の携帯端末のこと

ツイッターやフェイスブックなどに代表される、インターネ
ット上で各個人が情報を経て発信しあうことでコミュニテ
ィが形成されるサービスのこと。ソーシャル・ネットワーク・
サービス(SNS)もほぼ同義

位置情報を利用したソーシャルメディア。地図上の「会場」
と呼ばれる場所に自分の居場所を登録(チェックイン)す
るとクーポンなどがもらえるほか、記入した情報を他利用
者と共有できる。チェックイン情報はツイッターやフェイ
スブックで他の人と共有される

位置情報サービスで、「自分は今ここにいる」と知らせる
こと。「自分から知らせる」点に特徴がある。フォースク
エア、フェイスブックなどで使用する

Buisiness to Customerの頭文字をとった言葉。サービ
ス提供者から消費者に向けたサービス・製品を表す

ここでは、提供者から消費者に向けてサービスを行うだ
けでなく、消費者同士が意見交換できる（CtoC）仕組
みを備えていることを意味する

Web上での個人のつながり。ツイッターの「フォロワー」
やフェイスブックの「フレンド(友達)」になることで形成さ
れる

世界中の旅行者から寄せられたクチコミから、ホテルや
レストランの検索、比較、予約などができるサイト

ガラケー

ソーシャルメディア

フォースクエア

チェックイン

BtoC

BtoCtoC

ソーシャルグラフ

トリップアドバイザー

キーワード




